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寸研究会報告b

第 4 同 rx線顕微鏡J 玉!際会議参加報告書

筑波大学物理工学系 青木貞雄

楓3己の国隙会議が 9 刀 3n-7 日の 5 日間. n 

ントンのI\ing'g CoJJgeで開催されたc この会議

は，第i回が 1 979年にニューヨークで開かれ. 第

2 回が1 983年ドイツのケー ッチンゲン.前3闘が198

7年米国ブルックへプンで悶かれてきた。前凶ま

では. 1年ごとに開かれてきたが.今岡からは 3

年ごとにおったg

X締顕微鏡の研究発表は古くからあ勺たが.結

晶学会やmチ顕微鈍学会の一部に組み込まれ. l!It 

立して国際会品を聞くチャンスがなかった< 10年

程前から紋射光の利聞が次第に腕んになり.研究

内容b幅が広がり. 独立した開他か可能になって

きた。

今回の脅録音教は 13.1名で.この分野としては

順調に地えている官参加悶別の人数を或l に示す 。

前回の会議では.米出が圧倒的に多かったが.今

回は主催国の英同を中心にヨーロッパの参加者が

培えた。 参加者の分肝は多岐に護っており.光学.

物理. ，11 子， レーザー.材料.医学.生物など.

基礎から応用まで分布している。今凶，特に生物

への利用を試みた発表が多<.やはり一番重要指

応用と見なされている。

前回に比べていくつかの新しい動きがあ勺た

光揮では，コンパクトSRの利用が予備的ではあ

るが始められており，プラズマX線源はテープル

トップの規模で実用化が始まっている。 X線顕徴

鏡利用の最大の難点であった光源装也規槙の問題

は，包述に解決されつつある}桔惇来千では，位

相ソーンプレートの実際的な利用が日常的になり.

回折効唱 blO九を越えるようにな ってきた。 Jド.W

面ミラーも般財光分析顕微鏡の対物ミラーとして，

缶国で使われるようになゥてきた。事庖膜を利閉

したが{入射あるいは斜入射対物ミラーの製作も盛

んで. 100λを越える超軟X線傾J~占では，ゾーン

プレート長みの解像hを持つものも紹介された。

光学系では.コヒーレン卜 X線によるX線ホロ

グラムの記緑と再生.マイクロトモグラフィーの

ミクロンオーダーの尚分解能化 走丘型の光電子

顕i積鏑なと\予想を越えた析しい技術の進歩か多

数見られた。

生物関係では.生きた状態を保つ自然環境試料

セルの開発かいくつか発表され，今後の析しい展

開を示喰した由

会喝が大学地下二階にあり，ポスターも会胸中

展示されていたので.会議に唱中する ζ とかでき

たd 外国人参'm~の大半が.点字の学生寮に宿泊

して会議に臨んだので. 頓見知jりになるのが極め

て容易であ勺た。

次回は. 1 993.年にモスクワで開{値される予定で

ある。
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